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協
会
企
画
撮
影
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

大
観
山
と
箱
根
か
ら
の
富
士
山
撮
影

お

知

ら

せ

本
年
度
第
２
回
協
会
企
画
撮
影
会
報
告

美
し
き
紅
葉
の
立
山
連
峰
を
撮
ろ
う

第
２
回
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

台
原
森
林
公
園
に
て
開
催

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

平
成
24
年
度
宮
城
県
写
真
展

審
査
員
特
別
賞

古
山
恵
子

「
夜
明
け
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

才
善

俊
成

宮
城
県
仙
台
市

孫
田

栄
一

孫
田

と
し
子

宮
城
県
仙
台
市

久
合
田

幸
男

宮
城
県
仙
台
市

佐
藤

晃
郎

★
平
成
２
５
年
度
年
会
費

お
支
払
い
の
お
願
い

協
会
の
各
種
事
業
や
「
東
風

季
報
」
の
発
行
・
郵
送
等
は
会

員
皆
様
の
年
会
費
に
て
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
就
き
ま
し
て
は

新
年
度
年
会
費
（
３
０
０
０

円
）
を
左
記
口
座
の
ど
ち
ら
か

に
お
支
払
い
下
さ
い
。
振
込
に

要
す
る
手
数
料
の
ご
負
担
も
お

願
い
し
ま
す
。

（
振
込
先
口
座
）

●
七
十
七
銀
行

旭
ヶ
丘
支
店

２
８
０-

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

箱
根
の
大
観
山
と
芦
ノ
湖

か
ら
の
富
士
山
撮
影
を
楽
し

め
る
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
ま

し
た
。
以
前
に
も
企
画
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
生
憎
雲
が
広
が
り

富
士
山
は
う
ま
く
写
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
山
の
天
気
は
予

測
が
難
し
い
で
す
が
晴
れ
て

芦
ノ
湖
の
先
に
富
士
山
が
見

え
た
ら
最
高
に
幸
せ
で
す
。

旅
行
期
間
は
平
成
２
５
年

２
月
３
日
（
日
）
〜
５
日

（
火
）
の
２
泊
３
日
。

旅
行
代
金
４
９
，
８
０
０
円

募
集
人
員
３
５
名
（
最
少
催

行
人
数
３
０
名
）
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

食
事
は
朝
食
・
夕
食
各
２
回

昼
食
１
回
、

宿
泊
先

１
泊
目
ザ
・
プ
リ
ン
ス
箱
根

（
３
〜
４
名
１
室
）

２
泊
目
休
暇
村
富
士
（
３
〜

５
名
１
室
）

集
合
場
所

泉
区
役
所
駐
車

場

午
前
６
時
４
０
分

仙
台
駅
西
口
７
時
２
０
分

撮
影
ポ
イ
ン
ト

①
大
観
山
か
ら
の
富
士
山

②
芦
ノ
湖
早
朝
の
富
士
山

③
芦
ノ
湖
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
・

乙
女
峠
か
ら
の
富
士
山

④
山
中
湖
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
富
士

⑤
田
貫
湖
星
空
と
早
朝
撮
影

⑥
本
栖
湖
・
精
進
湖
の
富
士

と
多
彩
な
景
色
で
す
。

申
込
先
（
土
・
日
・
祝
休
）

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
２
２-

２
１
１-

６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
２
２-

７
２
３-

４
６
７
２

９
：
３
０
〜
１
７
：
３
０

迄

清
水
哲
朗
先
生
は
日
本
写

真
芸
術
専
門
学
校
卒
業
後
竹

内
敏
信
氏
に
師
事
さ
れ
た
。

師
匠
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
的

要
素
を
入
れ
た
風
景
写
真
に

目
覚
め
、
そ
の
生
き
様
を
み

て
風
景
写
真
の
道
に
。

蒙
古
放
浪

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
入
れ
込
み

は
並
大
抵
で
は
な
い
。
零
下

30
度
で
の
霧
氷
、
川
霧
、
そ

し
て
オ
ー
ロ
ラ
と
北
斗
七

星
、
低
緯
度
で
の
赤
い
オ
ー

ロ
ラ
の
画
像
は
極
め
て
珍
し

い
も
の
で
す
。
広
い
モ
ン
ゴ

ル
で
は
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
か
ら
何
日
も
か
け
て
未
開

の
地
に
た
ど
り
つ
く
。
厳
し

い
自
然
条
件
、
車
の
ト
ラ
ブ

ル
、
ゴ
ビ
グ
マ
、
オ
オ
カ
ミ

と
の
出
会
い
等
、
手
に
汗
握

る
も
の
が
あ
る
。
砂
嵐
の
中

で
取
材
の
動
画
も
緊
迫
し
た

も
の
だ
。
防
塵
、
防
滴
の
デ

ジ
カ
メ
は
過
酷
な
場
で
も
正

常
に
作
動
を
実
証
。
十
数
年

思
い
を
寄
せ
て
撮
り
続
け
た

写
真
は
大
冊
の
「C

H
A
N
G
E

」

に
収
め
ら
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
で

出
版
さ
れ
て
い
る
。

路
上
少
年

名
取
洋
之
助
写
真
賞
の
最

初
の
受
賞
者
。
こ
れ
ら
の
撮

影
で
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ

ル
へ
変
更
さ
れ
た
。
お
子
様

の
誕
生
を
機
に
世
界
の
子
供

に
目
が
向
き
、
自
身
の
生
活

の
延
長
と
関
わ
り
、
写
真
が

意
味
あ
る
も
の
に
な
る
。

竹
内
事
務
所
で
は
カ
ラ
ス

や
ネ
ズ
ミ
を
撮
り
続
け
、
じ

っ
く
り
観
察
し
て
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
写

真
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
。

風
景
写
真
い
ろ
い
ろ

桜
、
滝
、
星
、
森
な
ど
様

々
な
場
面
を
例
に
、
光
の
捉

え
方
、
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
レ
ン
ズ
の
選
択
や
露
出
補

正
等
勘
ど
こ
ろ
を
伺
っ
た
。

最
新
ミ
ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ
の

性
能
に
も
驚
か
さ
れ
る
。

震
災
地
支
援

太
平
洋
写
真
学
校
に
関
係

さ
れ
北
上
に
も
度
々
来
ら
れ

て
い
る
。
震
災
直
後
に
現
地

入
り
、
仲
間
と
共
に
花
の
写

真
を
避
難
所
に
飾
ら
れ
た
。

そ
の
後
復
興
支
援
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
写
真
展
を
開
き
、
多
額

の
義
捐
金
を
被
災
地
に
。

こ
れ
を
聞
き
た
い

約
２
時
間
の
ス
ラ
イ
ド
＆

ト
ー
ク
の
あ
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
感

度
、
デ
ー
タ
保
存
、
プ
リ
ン

ト
、
フ
ィ
ル
ム
の
将
来
な
ど

日
頃
の
疑
問
に
丁
寧
な
説
明

を
い
た
だ
い
た
。

（
秋
葉
健
一
記
）

通
算
第
６
回
目
と
な
る
撮
影

実
習
セ
ミ
ナ
ー
を
１
１
月
１
４

日
台
原
森
林
公
園
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
午
前
中
は
撮
影
し
、

午
後
仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ

ー
内
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
で
一
人
５

点
作
品
選
考
と
竹
内
会
長
に
依

る
講
評
を
受
け
る
催
し
で
す
。

今
回
は
過
去
最
高
と
な
る
２
６

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
準
備
の

丸
山
・
藤
枝
両
担
当
幹
事
と
撮

影
指
導
及
び
講
評
を
行
う
竹
内

会
長
は
大
忙
し
で
し
た
。

事
前
の
天
気
予
報
で
は
小
雨

模
様
と
の
こ
と
で
し
た
が
青
空

も
出
て
光
に
変
化
が
あ
り
、
又

強
風
に
枯
葉
が
飛
び
、
撮
影
の

勉
強
会
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
で
の
参
加
は
会
長

を
含
め
１
１
名
と
デ
ジ
タ
ル
は

１
５
名
で
現
像
は
吉
田
カ
メ
ラ

仙
台
本
店
に
バ
イ
ク
便
を
往
復

利
用
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の

間
に
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
け
や
き
の
杜
」

で
全
員
昼
食
を
摂
り
、
そ
の
後

エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
に
て
丸
山
幹
事

と
竹
内
会
長
の
お
話
で
ポ
ジ
の

出
来
上
が
り
を
待
ち
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
は
幹
事
３
人
と
参

加
者
が
持
参
し
た
Ｐ
Ｃ
に
て
画

像
を
確
認
し
な
が
ら
５
点
を
選

考
し
幹
事
長
の
Ｐ
Ｃ
に
保
存
。

届
い
た
ポ
ジ
は
丸
山
幹
事
が

用
意
し
た
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、

ル
ー
ペ
、
マ
ウ
ン
ト
、
ハ
サ
ミ

を
利
用
し
て
自
分
で
５
点
を
選

考
し
提
出
。
其
々
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
利
用
し
て
ス
ク
リ
ー
ン

に
投
影
し
講
評
を
受
け
ま
す
。

撮
影
間
も
な
い
作
品
を
見

て
、
同
じ
場
所
で
写
し
た
作
品

の
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
切
り
取

り
方
、
露
出
の
違
い
な
ど
を
ホ

ッ
ト
に
実
感
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ィ
ル
ム
と
デ
ジ
タ
ル
の

違
い
も
見
え
、
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
は
多
少
明
暗

や
濃
度
を
調
整
す
る
と
ま
た
違

っ
て
見
え
ま
す
。
今
後
、
画
像

調
整
の
仕
方
等
の
セ
ミ
ナ
ー
も

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
０
月
３
日
ツ
ア
ー
開
始

泉
経
由
仙
台
駅
西
口
を
７
時

２
０
分
に
い
ざ
立
山
に
出
発
。

国
見
Ｓ
Ａ
、
米
山
Ｓ
Ａ
等
で

休
憩
、
昼
食
を
と
り
称
名
の
滝

到
着
１
４
時
４
５
分
。
落
差
３

５
０
ｍ
の
称
名
の
滝
と
ハ
ン
ノ

キ
滝
の
Ｖ
字
形
し
た
姿
を
期
待

し
、
滝
に
向
か
う
が
生
憎
の
小

雨
模
様
。
そ
れ
で
も
皆
諦
め
ず

に
期
待
し
、
1.

3
ｋ
ｍ
を
急

ぎ
足
で
撮
影
地
へ
。

霧
（
雲
）
の
称
名
の
滝
撮
影

１
６
時
終
了
、
こ
れ
よ
り
室
堂

に
向
か
う
。
途
中
の
霧
の
中
に

浮
か
ぶ
紅
葉
の
見
事
さ
に
バ
ス

の
中
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し

た
。
天
狗
平
近
辺
で
は
最
高
に

色
付
い
た
紅
葉
風
景
に
出
合

い
、
一
路
室
堂
へ
。

室
堂
到
着
17
時
30
分
。
各
自

荷
物
を
宿
の
車
に
積
込
み
、
取

る
も
の
も
取
敢
え
ず
夕
闇
の
景

色
を
撮
影
に
。

室
堂
山
荘
で
は
星
空
撮
影
の

期
待
も
空
し
く
雲
が
厚
く
広
が

り
中
止
。
そ
の
分
翌
日
の
撮
影

に
期
待
し
て
早
め
に
就
寝
。

１
０
月
４
日

早
朝
登
山
予
定
の
人
は
４

時
起
床
、
し
か
し
期
待
も
空

し
く
生
憎
の
雨
で
断
念
。

写
友
は
早
朝
か
ら
大
観

峰
、
黒
部
平
、
黒
四
ダ
ム
、

剣
岳
方
面
、
室
堂
平
等
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
地
に
向
け
出

発
。
大
観
峰
は
霧
と
雲
。
黒

部
平
は
天
候
に
恵
ま
れ
素
晴

ら
し
い
撮
影
日
和
に
。
黒
四

ダ
ム
も
劣
ら
ず
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
め
ぐ
ま
れ

た
様
で
す
。

ま
た
、
剣
岳
方
面
は
秋
田

の
小
林
さ
ん
が
行
か
れ
、
結

果
は
乞
う
ご
期
待
で
す
。

室
堂
平
は
竹
内
会
長
の
お
話

で
は
素
晴
ら
し
い
夕
日
の
撮

影
に
挑
戦
出
来
た
様
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
大
満
足
の
内
に

一
日
を
終
了
。

１
０
月
５
日

早
朝
撮
影
、
８
時
室
堂
出

発
。
弥
陀
ヶ
原
到
着
８
時
３

０
分
撮
影
開
始
。
１
０
時
３

０
分
終
了
。
天
候
に
恵
ま
れ

木
々
も
紅
葉
し
て
草
紅
葉
も

美
し
く
輝
き
、
素
晴
ら
し
い

撮
影
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

帰
路
は
往
と
同
じ
高
速
道

路
経
由
に
て
無
事
仙
台
に
到

着
。今

回
の
撮
影
会
は
天
候
、

例
え
よ
う
の
な
い
程
素
晴
ら

し
い
紅
葉
の
立
山
を
土
産
に

全
員
満
足
し
、
家
路
に
付
き

ま
し
た
。

（
岡
部
晃
次
）

清
水
哲
朗
先
生

ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ィ
ル
ム
と
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
風
景
写
真
」

東
風
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト

Ｗ
Ｅ
Ｂ
担
当
幹
事
の
ご
協

力
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
ご
覧
に
な
れ
る
方
は

是
非
開
い
て
み
て
下
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
は

ｗ
ｗ
ｗ
．
ｔ
ｏ
ｈ
ｏ
ｋ
ｕ-

ｆ
ｕ
ｋ
ｅ
ｉ
．
ｃ
ｏ
ｍ/

会
長
挨
拶
、
イ
ベ
ン
ト
・

催
物
案
内
、
撮
影
会
・
イ
ベ

ン
ト
レ
ポ
ー
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
入
会
案
内
、

「
東
風
季
報
」
創
刊
号
か
ら

の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、
協
会
顧
問

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
、
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
へ
の

リ
ン
ク
等
い
ろ
い
ろ
見
る
事

が
出
来
ま
す
。
又
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
皆
さ
ん
の

作
品
掲
載
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

WEB担当名久井馨氏

第
７
回
定
時
総
会
開
催
案
内

今
年
も
残
り
１
ヶ
月
と
な
り

新
年
度
に
向
け
総
会
日
程
が
決

定
致
し
ま
し
た
。
日
時
は
平
成

２
５
年
１
月
２
０
日
午
後
２
時

〜
５
時
３
０
分
ま
で
、
場
所
は

戦
災
復
興
記
念
館
４
階
研
修
室

を
予
定
し
て
ま
す
。

多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
予
定

を
入
れ
て
お
い
て
下
さ
い
。

新
年
度
に
向
け
て
役
員
一
同

で
い
ろ
い
ろ
新
し
い
企
画
も
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総

会
当
日
恒
例
と
な
っ
て
お
り

ま
す
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
も

予
定
し
て
お
り
、
現
在
小
松

ひ
と
み
先
生
に
今
年
に
引
き

続
き
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

決
ま
り
ま
し
た
ら
往
復
は
が

き
に
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

小
松
先
生
に
は
前
回
総
会

終
了
後
の
懇
親
会
も
ご
出
席

戴
き
、
ま
た
是
非
参
加
し
た

い
と
お
話
し
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
第
８
回
「
美
し
い
風
景
写

真
１
０
０
人
展
」
で
１
２
月
２
２

日
東
京
の
フ
ジ
フ
イ
ル
ム
ス
ク
エ

ア
に
て
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
辺
の
お
話
も

聞
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
十
九
話

写

真

は

自

由

な

発

想

表

現

が

原

点

こ
の
季
刊
紙
は
毎
回
１
日

に
発
刊
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
号
は
１
１
月
３
０
日
に

清
水
哲
朗
先
生
の
ス
ラ
イ
ド

＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
続
い
て
１
２
月
１
〜
２

日
で
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
セ
ミ
ナ
ー
を
清
水
哲
朗
先

生
を
特
別
講
師
に
お
迎
え

し
、
北
上
に
て
撮
影
会
を
開

催
し
た
関
係
も
あ
り
、
記
事

の
作
成
や
印
刷
、
発
送
手
配

等
が
遅
く
な
り
ま
し
た
こ
と

お
断
り
申
し
上
げ
ま
ず
。

当
協
会
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

会
報
も
ご
覧
に
な
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
の
で
、
作
成
ス

タ
イ
ル
や
配
布
方
法
等
の
検

討
課
題
が
出
て
お
り
ま
す
。

今
後
会
員
の
皆
様
に
喜
ば

れ
る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

裏
磐
梯
讃
歌

黒
原
範
雄

全
撮
影
＆
解
説

平
成
24
年
の
計
画
に
鳥

海
山
登
頂
を
掲
げ
、
高
校

の
同
級
生
に
お
願
い
の
連

絡
を
取
る
。
私
は
山
形
県

酒
田
に
生
ま
れ
鳥
海
山
を

毎
日
仰
ぎ
見
て
育
っ
た
が

登
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
長
年
の
願
い
が
や
っ

と
叶
う
時
が
や
っ
て
き

た
。
昨
年
の
挑
戦
で
は
頂

上
ま
で
は
至
ら
な
か
っ

た
。
今
年
は
急
遽
8
月
20

日
に
登
山
を
決
定
。

、
8
月
22
日
朝
五
時
に
仙

台
を
出
、
酒
田
に
八
時
半

着
。
滝
の
小
屋
口
（
湯
の

台
口
）
か
ら
、
午
前
十

時
、
一
路
河
原
宿
を
目
指

し
登
山
開
始
。
所
要
時
間

一
時
間
三
十
分
目
標
。
気

温
33
度
、
不
安
を
胸
に
二

リ
ッ
タ
ー
の
水
と
昼
食
、

カ
メ
ラ
、
三
脚
、
レ
ン

ズ
、
雨
具
、
着
替
え
等
約

10
キ
ロ
を
背
に
出
発
。
河

原
宿
着
12
時
半
、
予
定
よ

り
一
時
間
の
遅
れ
、
水
は

全
部
空
、
や
っ
と
の
思
い

で
河
原
宿
に
到
着
。
こ
こ

で
昼
食
、
雪
渓
の
雪
解
け

水
で
一
息
つ
い
て
、
一
時

間
休
憩
の
後
頂
上
を
目
指

す
。
雪
渓
を
横
断
し
、
爽

や
か
さ
に
元
気
回
復
。
ア

ザ
ミ
坂
は
、
十
分
登
っ
て

は
五
分
休
み
や
っ
と
の
思

い
で
外
輪
山
に
着
く
。
大
物

忌
神
社
山
小
屋
着
は
午
後
五

時
半
と
な
っ
た
。
最
終
的
に

は
普
通
の
工
程
に
遅
れ
る
こ

と
三
時
間
三
十
分
で
し
た
。

休
む
間
も
な
く
五
時
四
十

分
が
指
定
食
事
時
間
、
す
ぐ

に
夕
食
に
つ
き
ま
し
た
。
六

時
頃
日
の
入
り
の
撮
影
に
入

る
。
霧
、
雲
海
で
十
分
に
一

分
位
の
割
で
出
た
り
消
え
た

り
、
そ
れ
で
も
飛
島
を
眼
下

に
日
本
海
の
豪
快
な
夕
日
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
疲
れ
も
吹

飛
ぶ
思
い
で
し
た
。
雲
海
の

出
現
で
夜
景
は
無
理
で
七
時

頃
就
寝
。

夜
明
け
は
五
時
二
十
分
ご

ろ
、
慌
て
て
山
頂
目
指
し
て

登
山
開
始
、
や
っ
と
の
こ
と

で
ご
来
光
に
間
に
合
う
。
ご

来
光
を
拝
み
、
感
動
の
う
ち

に
撮
影
す
る
。

下
山
は
千
蛇
谷
（
雪
渓
）

ル
ー
ト
七
五
三
掛
け
、
（
鳥

海
湖
）
八
丁
坂
、
御
浜
小

屋
、
大
平
小
屋
で
縦
走
を
終

え
ま
し
た
。
縦
走
歩
行
合
計

三
万
五
千
歩
。

振
り
返
れ
ば

自
分
の
歳

と
体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
登

山
と
な
り
ま
し
た
。

鳥
海
山
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

は
万
年
雪
の
幾
つ
も
の
雪

渓
、
雪
渓
の
融
け
る
の
を
追

い
か
け
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
、
鳥
海
ア
ザ
ミ
の
黒
っ
ぽ

い
花
の
群
生
、
眼
下
に
見
下

ろ
す
庄
内
平
野
、
雄
大
な
日

本
海
に
沈
む
夕
日
、
早
朝
の

ご
来
光
、
鉾
立
口
に
下
る
途

中
の
秋
田
県
側
の
絶
景
、
登

山
道
脇
に
咲
く
数
々
の
山
野

草
等
数
え
た
ら
キ
リ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

喉
元
過
ぎ
れ
ば
の
例
え
通

り
山
登
り
は
癖
に
な
り
そ
う

で
す
。

登
る
と
き
は
天
候
の
確

認
と
、
出
発
時
間
は
早
め

と
し
、
早
朝
登
山
が
基
本

の
よ
う
で
す
。
我
々
が
登

り
始
め
た
頃
に
下
山
の
登

山
者
が
多
く
お
り
ま
し

た
。

（
岡
部
晃
次
）

カ
メ
ラ
は
フ
イ
ル
ム

（
デ
ジ
カ
メ
は
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
）
を
装
填
し
て
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ
ば
後

は
カ
メ
ラ
ま
か
せ
で
、
き

れ
い
な
写
真
が
出
来
上
が

り
ま
す
。
い
や

私
は
絞

り
優
先
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
優

先
）
、
露
出
補
正
も
し
て

ピ
ン
ト
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

合
わ
せ
て
・
・
・
と
、
お

っ
し
ゃ
る
方
も
多
数
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
一
度

昔
の
す
べ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

操
作
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
写
真
撮
影

の
原
点
に
帰
れ
る
気
が
し

ま
す
。

機
会
が
あ
っ
て
、
二
眼

レ
フ
（
ヤ
シ
カ
Ａ
）
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ

メ
ラ
は
、
レ
ン
ズ
が
80
ｍ

ｍ

Ｆ
3.

5

レ
ン
ズ

交
換
は
出
来
ま
せ
ん
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
Ｂ
・
２
５

〜
３
０
０

。
フ
イ
ル
ム

は
ブ
ロ
ー
ニ
ー
。
装
填
し

て
か
ら
も
ロ
ッ
ク
を
掛
け

た
り
、
赤
窓
数
字
を
確
認

し
て
、
手
巻
き
で
巻
き
上

げ
ま
す
。
ピ
ン
ト
合
わ
せ

が
ま
た
大
変
。
側
面
の
ノ

ブ
で
や
り
ま
す
が
、
逆
さ

ま
に
映
る
ス
ク
リ
ー
ン
を

付
属
の
ル
ー
ペ
で
確
認
し

ま
す
。
露
出
も
決
ま
り
、
構

図
も
決
ま
り
、
手
振
れ
に
注

意
し
て
静
か
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
ま
す
。
こ
の
時
フ
イ

ル
ム
チ
ャ
ー
ジ
レ
バ
ー
が
戻

る
の
で
手
に
触
れ
な
い
よ
う

に
注
意
が
必
要
。
ブ
レ
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
一
枚
撮
っ

た
ら
ま
た
フ
イ
ル
ム
を
巻
き

上
げ
て
、
次
の
撮
影
に
入
り

ま
す
。
赤
窓
の
数
字
が
12
ま

で
（
ブ
ロ
ー
ニ
ー
１
２
０
）

い
っ
て
、
撮
影
が
終
了
し
た

ら
巻
き
上
げ
ノ
ブ
を
巻
き
上

げ
て
、
裏
蓋
を
は
ず
し
フ
イ

ル
ム
を
取
り
出
し
ま
す
。

一
つ
一
つ
が
マ
ニ
ア
ル
操

作
で
レ
ン
ズ
も
８
０
ｍ
ｍ
の

単
焦
点
。
被
写
体
に
近
づ
い

た
り
離
れ
た
り
、
右
に
寄
っ

た
り
左
に
行
っ
た
り
、
各
種

フ
ィ
ル
タ
ー
も
無
し
。
限
ら

れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
の
中

で
、
出
来
上
が
っ
た
写
真
を

み
る
と
、
感
性
ゼ
ロ
の
私
で

も
作
品
を
で
か
し
た
と
感
じ

る
の
は
独
り
よ

が
り
？

ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
て
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
押
せ

ば
、
ピ
ン
ト
も

露
出
も
バ
ッ
チ

リ
の
写
真
も
よ
い
が
、
手
間

暇
掛
け
る
の
も
、
写
真
撮
影

の
原
点
を
見
つ
め
る
の
に
は

い
い
の
か
な
と
・
・
・
・
。

ち
な
み
に
こ
の
カ
メ
は
中

古
店
で
八
千
円
位
か
ら
。
ネ

ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
も

っ
と
安
い
で
す
。

も
っ
と
カ
メ
ラ
の
原
点
に
戻

っ
て
み
た
い
（
い
な
い
か
な

？
）
人
は
、
針
穴
写
真
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
フ
イ
ル

ム
カ
メ
ラ
で
も
デ
ジ
カ
メ
で

も
費
用
は
最
大
五
百
円
程
で

出
来
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
紹
介
し
ま

す
。

写
真
の
世
界
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
業
界
に
籍
を

置
い
て
い
る
と
、
フ
イ
ル

ム
メ
ー
カ
ー
の
製
品
減
産

や
写
真
店
の
廃
業
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
交
っ

て
い
て
、
明
日
の
光
が
見

え
な
い
な
ん
て
言
う
人
も

い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
っ

て
世
間
が
見
え
て
い
な
い

で
す
よ
ね
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
「
写
真
」
そ
の
も

の
の
概
念
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
な
い
の
で
す
。
も
う
、

「
写
真
」
の
時
代
は
こ
の

数
年
間
で
超
ス
ピ
ー
ド
の

変
化
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
最

近
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う

な
事
象
を
見
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

私
た
ち
の
よ
う
な
ア
マ

チ
ュ
ア
写
真
表
現
の
分
野

に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
や

愛
好
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

で
活
動
す
る
こ
と
、
た
と

え
ば
写
真
展
を
開
く
、
撮

影
に
行
く
、
勉
強
会
を
す

る
、
な
ど
な
ど
結
構
時
間

を
割
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
お
互
い
に
技
術
を
磨

き
、
懇
親
を
深
め
る
手
段

と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と

は
理
解
で
き
ま
す
。
人
間

と
人
間
の
ぶ
つ
か
り
合
い

の
中
か
ら
、
尊
敬
や
感
謝

が
生
ま
れ
、
す
ば
ら
し
い

作
品
の
誕
生
に
結
び
つ
く

の
だ
と
、
思
い
ま
す
。

先
日
、
あ
る
写
真
展
を

訪
問
し
て
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
現
象
を
垣
間
見
ま

し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
第
一
回
目
の
写
真
展

で
し
た
が
、
も
と
も
と

は
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
付
き

合
い
が
発
展
し
て
、
グ
ル

ー
プ
を
組
織
し
て
、
そ
の

延
長
線
上
で
写
真
展
を
企

画
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
い
ま
ま
で
、
顔
も
見

た
こ
と
の
無
い
同
士
が
ネ

ッ
ト
上
で
忌
憚
の
無
い
意

見
を
交
わ
し
、
そ
れ
を
楽

し
み
、
自
分
の
力
と
し
て

い
た
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
サ

イ
ト
を
覗
い
て
み
た
ら
、

写
真
の
内
容
も
自
由
闊
達

で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
無
い
に

等
し
い
。
表
現
は
自
由
で

す
。
こ
れ
こ
そ
原
点
だ
と

思
い
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
写
真
グ
ル

ー
プ
の
活
動
状
況
と
、
こ

の
サ
イ
ト
上
で
の
グ
ル
ー

プ
の
活
動
は
形
だ
け
で
は

な
く
、
内
容
や
作
品
創
り

ま
で
新
し
い
方
向
性
で
あ

り
、
若
い
人
が
入
り
や
す

い
自
由
な
発
想
の
集
ま
り

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

伸
び
て
く
る
方
式
だ
と
思

い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
や
組
織
を
続

け
て
い
く
に
は
、
次
世
代

の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

そ
れ
を
怠
る
と
明
日
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
所

属
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
な
ど

鳥
海
山
さ
ん
ざ
ん
紀
行

昔
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か

藤

枝

克

治

Photo
Books

も
平
均
年
齢
ば
っ
か
り
が

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

作
品
が
熟
成
し
て
い
て
も

明
日
の
希
望
が
見
え
ま
せ

ん
ね
。

当
協
会
も
こ
の
記
事
が

載
る
頃
に
は
、
独
自
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。
会
員
あ
る

い
は
会
員
以
外
の
方
た
ち

と
の
交
流
の
場
と
し
て
、

当
協
会
も
一
歩
踏
み
出
し

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
写
真
の
世

界
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
（
丸
山
慎
一
）

日本海への落日

山頂でのご来光

雪渓を行く

裏
磐
梯
の
エ
リ
ア
別
撮
影
ガ

イ
ド
「
裏
磐
梯
讃
歌
」
のv
o
l

1

「
小
野
川
湖
周
辺
」
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

撮
影
及
び
解
説
は
北
塩
原
村

で
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
く
ら
ん
ぽ
ー

ん
」
を
営
ま
れ
る
黒
原
範
雄
さ

ん
で
す
。
黒
原
さ
ん
は
高
知
県

生
ま
れ
で
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
後
、
裏
磐
梯

に
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
オ
ー
プ
ン
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
向
け
の
写
真
教

室
を
開
い

て

い

ま

す
。
「
く

ら
ん
ぼ
ー

ん
」
に
は

多
く
の
写

真
愛
好
者

が
訪
れ
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

黒
原
さ
ん
の
写
真
に
対
す

る
思
い
は
、
「
競
い
合
っ
て

勝
敗
を
決
め
る
の
が
い
い
写

真
で
は
な
い
。
も
っ
と
自
由

に
、
も
っ
と
楽
し
く
、
自
分

の
思
い
や
、
考
え
方
を
表
現

す
る
方
法
が
あ
る
。
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
こ
そ
、
お

お
ら
か
に
自
分
の
写
真
を
撮

れ
ば
良
い
。
」
と
、
書
い
て

あ
り
ま
す
。

こ
の
エ

リ
ア
別
の

ガ
イ
ド
は

裏
磐
梯
を

知
り
尽
く

し
た
人
な

ら

で

は

の
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
、
撮
影

の
心
構
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。j

十
二
月
に
は

V
o
l

２

「
秋

元
湖
周
辺
」
、
以
下
三
ヵ
月

毎
に
、v

o
l

3

「
曽
原
湖
周

辺
」
、v

o
l

4
「
檜
原
湖
周

辺
」
、v

o
l

5

檜
原
湖
北
エ

リ
ア
」
、v

o
l

6
「
雄
国
沼
・

大
塩
周
辺
」
と
順
次
発
行
さ

れ
ま
す
。
売
上
の
一
部
は
、

震
災
地
支
援
の
予
定
と
の
こ

と
で
す
。
（
古
山
善
一
郎
）

発
行

く
ら
ん
ぽ
ー
ん
写
真
企
画
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